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む
つ
湾
フ
ェ
リ
ー
は
、
青
森
県

の
津
軽
半
島
に
あ
る
東
津
軽
郡
外

ヶ
浜
町
の
蟹
田
港
と
、
下
北
半
島

に
あ
る
む
つ
市
の
脇
野
沢
港
を
約

60
分
で
結
ぶ
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
。

　
新
造
船
「
か
け
は
し
」
は
長
崎

県
佐
世
保
市
で
建
造
さ
れ
、
総
ト

ン
数
３
９
６
ト
ン
、
旅
客
定
員
が

２
４
０
人
、
乗
用
車
な
ら
20
台
、

大
型
バ
ス
な
ら
４
台
と
乗
用
車
７

適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
客
室
の
イ
ン
テ
リ
ア
も
青
森
県

独
特
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
「
金
魚
ね
ぶ
た
」
を
飾
り

付
け
、
客
席
シ
ー
ト
に
は
青
森
特

産
の
り
ん
ご
や
八
幡
馬
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
る
。

　
船
名
の
「
か
け
は
し
」
は
、
公

募
で
決
定
さ
れ
、
下
北
半
島
と
津

軽
半
島
、
青
森
県
と
全
国
、
そ
し

な
い
。

　
長
期
休
暇
で
家
族
や
友
人
と
青

森
県
の
旅
行
を
楽
し
む
時
は
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
。
４
月
21
日

か
ら
「
か
け
は
し
」
の
運
航
が
始

ま
っ
た
。
た
だ
し
、
週
に
１
〜
２

日
の
運
休
日
が
あ
る
の
で
、
旅
行

を
計
画
す
る
時
に
は
事
前
に
確
認

す
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。

（
八
戸
支
部
＝
発
信
）

台
を
積
載
で
き
る
構
造
で
、
航
海

中
の
横
揺
れ
を
軽
減
す
る
た
め
の

フ
ィ
ン
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
を
装
備

し
て
い
る
。

　
新
し
い
船
の
客
室
は
、
大
き
な

窓
か
ら
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や

陸
奥
湾
の
景
色
を
楽
し
め
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
や
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
も

あ
り
、
親
子
連
れ
で
海
の
旅
を
快

て
世
界
中
を
つ
な
げ
る
架
け
橋
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て

名
付
け
ら
れ
た
。

　
青
森
市
か
ら
津
軽
半
島
を
回

り
、
フ
ェ
リ
ー
で
陸
奥
湾
を
横
断

す
れ
ば
、
脇
野
沢
港
か
ら
下
北
半

島
を
巡
る
こ
と
が
で
き
、
自
家

用
車
や
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
し
て

青
森
県
を
ぐ
る
り
と
ま
わ
る
旅
に

は
、
こ
の
航
路
が
便
利
で
欠
か
せ

　
快
晴
に
潮
風
薫
る
４
月
９
日
、
青
森
県
の
津
軽
半
島
陸
奥
湾
側
に
面
す
る
外
ヶ
浜
町
に
あ
る
蟹
田
港
で
、
む
つ
湾
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
新
造
船
「
か
け
は
し
」

の
竣
工
式
典
と
船
の
内
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
を
は
じ
め
、
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
す
る
多
く
の
地
元
住
民
が
、
新
た
な
船
出
を
お
祝
い
し
た
。

むつ湾フェリー株式会社むつ湾フェリー株式会社むつ湾フェリー株式会社

青
森
県
を
巡
る
旅
に
便
利
な
横
断
航
路

青
森
県
を
巡
る
旅
に
便
利
な
横
断
航
路

陸奥湾

下
北
半
島

津
軽
半
島

新造船

見どころ
龍飛埼灯台龍飛埼灯台龍飛埼灯台

車両甲板車両甲板車両甲板

弘前城と桜弘前城と桜弘前城と桜 斜陽館（太宰治の生家）斜陽館（太宰治の生家）斜陽館（太宰治の生家）

浅虫温泉・湯ノ島浅虫温泉・湯ノ島浅虫温泉・湯ノ島

展望デッキ展望デッキ展望デッキ

左から、平島平操機員、岩城正広機関長、堀川幸嗣船長、左から、平島平操機員、岩城正広機関長、堀川幸嗣船長、左から、平島平操機員、岩城正広機関長、堀川幸嗣船長、
種市大輔甲板長、村上史弥甲板員、大澗毅光甲板員種市大輔甲板長、村上史弥甲板員、大澗毅光甲板員種市大輔甲板長、村上史弥甲板員、大澗毅光甲板員

就航式典のようす就航式典のようす就航式典のようす

かけはし就航かけはし就航――津軽半島と津軽半島と
下北半島をつなぐ下北半島をつなぐ――
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ま
た
、
運
航
す
る
立
場
と
し
て

は
、
安
全
性
が
最
重
要
の
旅
客
船

で
新
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
、
将

来
に
つ
な
が
る
と
し
た
一
方
、
水

素
タ
ン
ク
の
容
量
や
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
台
数
な
ど
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
長
距
離
・
長
時
間
運

航
に
は
不
向
き
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

述
べ
た
。

水
素
燃
料
電
池
船

「
ま
ほ
ろ
ば
」と
は

　
水
素
燃
料
電
池
船「
ま
ほ
ろ
ば
」

は
、
従
来
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
船
と
は
異
な
り
、
水
素
と
酸
素

の
化
学
反
応
で
電
気
を
つ
く
る
燃

料
電
池
と
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ

ッ
テ
リ
ー
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
動
力
で
ス
ク
リ
ュ
ー
を
動
か

し
航
行
し
て
い
る
。
燃
料
電
池
の

仕
組
み
は
、
水
の
電
気
分
解
の
逆

反
応
と
な
っ
て
お
り
、
発
電
時
に

生
成
さ
れ
る
の
は
水
だ
け
で
、
地

球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
や
、
窒
素
酸
化
物
、
硫
黄
酸

化
物
な
ど
環
境
負
荷
物
質
が
一
切

排
出
さ
れ
な
い
た
め
、
ク
リ
ー
ン

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
駆

動
に
伴
う
大
き
な
振
動
や
騒
音
、

燃
料
の
臭
い
が
な
い
た
め
、
快
適

な
乗
り
心
地
を
実
現
し
て
い
る
の

も
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
４
月
10
日
、
田
中
伸
一
組
合
長

代
行
が
万
博
期
間
中
に
水
素
燃
料

電
池
船
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
運
航
し

た
大
阪
水
上
バ
ス
株
式
会
社
を
訪

問
し
て
、
清
家
將
之
専
務
取
締
役

と
対
談
し
、
実
務
に
携
わ
っ
た
関

係
者
を
通
じ
て
「
ま
ほ
ろ
ば
」
の

リ
ア
ル
に
迫
っ
た
。

　
実
際
に
水
素
燃
料
電
池
船
「
ま

ほ
ろ
ば
」
の
運
航
・
管
理
を
行
っ

た
清
家
専
務
取
締
役
は
、
水
素
燃

料
電
池
船
は
、
乗
船
客
目
線
で
は

振
動
が
な
く
静
粛
性
が
高
い
た
め

乗
り
心
地
が
い
い
と
評
価
し
た
。

東京都へ東京都へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

関東地方支部関東地方支部関東地方支部関東地方支部関東地方支部関東地方支部

２０２５年日本国際博覧会２０２５年日本国際博覧会
（大阪・関西万博）を終えて（大阪・関西万博）を終えて

大阪水上バス株式会社大阪水上バス株式会社大阪水上バス株式会社

　
３
月
６
日
、
関
東
地
方
支
部
は

東
京
都
に
対
し
海
運
・
船
員
の
政

策
諸
課
題
に
関
す
る
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。
申
し
入
れ
は
、
増
子
博

樹
東
京
都
議
会
議
長
（
組
合
政
治

参
与
）
と
渡
辺
専
太
郎
組
合
政
治

参
与
（
元
港
区
議
会
議
員
）
の
ご

協
力
の
下
、
髙
宮
成
昭
関
東
地
方

支
部
長
と
大
滝
恒
関
東
地
方
支
部

長
代
行
、
菅
野
直
樹
関
東
地
方
支

部
次
長
が
東
京
都
庁
を
訪
れ
、
東

京
都
港
湾
局
の
野
平
雄
一
郎
港
湾

経
営
部
長
、
浅
田
雄
也
港
湾
経
営

課
長
、
瀧
山
多
門
経
営
課
長
代
理

に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。

　
申
し
入
れ
で
は
、
は
じ
め
に
髙

宮
関
東
地
方
支
部
長
か
ら
申
し
入

れ
文
書
を
手
交
し
、
申
し
入
れ
内

容
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
大
滝
関

東
地
方
支
部
長
代
行
か
ら
、
離
島

航
路
や
公
益
財
団
法
人
東
京
都
公

園
協
会
が
運
航
す
る
水
上
バ
ス
の

現
状
を
説
明
し
、支
援
の
継
続
や
、

航
路
存
続
に
資
す
る
実
効
あ
る
施

策
の
必
要
性
を
説
い
た
。

　
野
平
港
湾
経
営
部
長
か
ら
は
、

日
頃
の
東
京
都
港
湾
局
へ
の
理

解
、協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

海
洋
立
国
日
本
に
お
い
て
海
上
輸

送
を
支
え
る
船
員
と
本
組
合
に
対

し
謝
意
が
示
さ
れ
た
。

　
申
し
入
れ
に
対
し
、
東
京
都
側

か
ら
は
、
港
湾
管
理
者
と
し
て
で

き
る
と
こ
ろ
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
が
、
他
部
局
に
も
わ

た
る
内
容
な
の
で
し
っ
か
り
共
有

し
、
今
後
、
東
京
都
側
か
ら
海
員

組
合
へ
諸
課
題
に
対
す
る
協
力
を

依
頼
し
た
時
は
協
力
願
う
と
の
考

え
方
が
示
さ
れ
、
申
し
入
れ
を
終

了
し
た
。
ま
た
、
増
子
博
樹
組
合

政
治
参
与
と
渡
辺
専
太
郎
組
合
政

治
参
与
と
意
見
交
換
を
行
い
、
こ

れ
か
ら
も
連
携
を
密
に
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
昨
年
４
月
13
日
か
ら
10
月
13
日
ま
で
の
半
年
間
、
大
阪
で
開

催
さ
れ
た
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
大
阪
・
関
西
万
博
）

の
会
場
ま
で
の
海
上
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
ま
た
海
上
の
「
動
く
パ

ビ
リ
オ
ン
」
と
し
て
注
目
を
集
め
た
水
素
燃
料
電
池
船
「
ま
ほ

ろ
ば
」。
環
境
性
能
の
高
さ
か
ら
期
待
が
集
ま
る
一
方
で
、
実
際

の
運
航
現
場
で
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が

見
え
て
き
た
の
か
。
本
組
合
の
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
と
大
阪
水

上
バ
ス
株
式
会
社
の
清
家
將
之
専
務
取
締
役
が
対
談
を
行
っ
た
。

清家將之  大阪水上バス株式会社専務取締役清家將之  大阪水上バス株式会社専務取締役清家將之  大阪水上バス株式会社専務取締役田中伸一  組合長代行田中伸一  組合長代行田中伸一  組合長代行

「まほろば」の操舵室で大江幸弘常務取締役の説明風景「まほろば」の操舵室で大江幸弘常務取締役の説明風景「まほろば」の操舵室で大江幸弘常務取締役の説明風景

水素燃料電池船「まほろば」水素燃料電池船「まほろば」水素燃料電池船「まほろば」

水素燃料電池船の可能性と現場のリアル水素燃料電池船の可能性と現場のリアル対談

※
対
談
の
詳
細
記
事
に
つ
い
て
は

「
海
員
」
５
月
号
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

左から髙宮成昭関東地方支部長、港湾局の野平雄一郎港湾経営部長左から髙宮成昭関東地方支部長、港湾局の野平雄一郎港湾経営部長左から髙宮成昭関東地方支部長、港湾局の野平雄一郎港湾経営部長

左が東京都側、右が組合側左が東京都側、右が組合側左が東京都側、右が組合側

離島航路や水上バスの現状を説明
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八
戸
支
部
は
２
月
18
日
に
八
戸

市
、２
月
25
日
に
階
上
町
を
訪
問
、

海
運
・
船
員
の
政
策
諸
課
題
に
関

す
る
申
し
入
れ
を
実
施
し
、
船
員

税
制
を
は
じ
め
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
船
員
の
後
継
者
の
確
保
・
育

成
な
ど
、
船
員
職
業
の
重
要
性
に

つ
い
て
説
明
し
、理
解
を
求
め
た
。

　
申
し
入
れ
は
甲
斐
忠
行
八
戸
支

部
長
に
全
国
海
友
婦
人
会
の
高
谷

綾
子
八
戸
支
部
長
と
濱
浦
ミ
サ
さ

ん
が
同
行
し
た
。

八
戸
市
へ
の
申
し
入
れ

　
熊
谷
雄
一
八
戸
市
長
に
ご
対
応

い
た
だ
き
、
熊
谷
市
長
か
ら
は
▽

船
員
に
お
け
る
住
民
税
減
免
に
つ

い
て
は
、
市
と
し
て
は
外
航
海
運

や
遠
洋
漁
業
の
重
要
性
を
理
解
し

て
お
り
、
公
平
性
を
担
保
し
な
が

ら
市
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
検

討
を
続
け
、
他
地
区
の
状
況
を
参

考
に
判
断
し
た
い
▽
海
に
親
し
む

活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
八
戸

市
に
は
八
戸
海
洋
少
年
団
が
あ

り
、
海
に
親
し
み
、
海
に
学
ぶ
活

動
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
７

月
に
は
一
般
社
団
法
人
全
国
漁
業

就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
が
主

催
す
る
「
漁
師
の
仕
事
！
船
と
漁

業
を
知
る
授
業
」に
も
参
画
し
た
。

今
後
も
海
に
親
し
む
活
動
は
継
続

し
て
い
き
た
い
―
と
の
考
え
方
が

示
さ
れ
た
。

階
上
町
へ
の
申
し
入
れ

　
階
上
町
の
荒
谷
憲
輝
町
長
に
ご

対
応
い
た
だ
き
、
荒
谷
町
長
か
ら

▽
船
員
に
お
け
る
住
民
税
減
免
に

つ
い
て
は
、
階
上
町
は
人
口
減

少
の
影
響
を
受
け
、
税
収
も
減

少
し
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
現
状
で
は
公
平
性
の
観
点
か

ら
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
遠
洋

漁
業
や
沿
岸
漁
業
の
重
要
性
は
理

解
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
近
隣

市
町
村
や
実
施
し
て
い
る
自
治
体

の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い

▽
海
に
親
し
む
活
動
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
階
上
町
水
産
振
興
委
員

会
主
催
の
海
の
学
校
を
開
催
し
て

お
り
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
海
岸

で
貝
の
採
取
や
ア
ブ
ラ
メ
の
釣
り

体
験
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
時
に
漁
業
の
仕
事
や
魅
力

を
伝
え
る
説
明
会
を
開
催
し
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
た
取
り
組
み

を
進
め
た
い
―
と
の
見
解
が
示
さ

れ
た
。

　
八
戸
市
と
階
上
町
へ
の
申
し
入

れ
で
は
、
甲
斐
八
戸
支
部
長
か

ら
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
は
進

ん
で
お
り
、
特
に
地
方
の
人
手
不

足
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
海
上

輸
送
や
漁
船
漁
業
を
担
う
船
員
不

足
は
深
刻
で
、
今
後
も
船
員
職
業

の
後
継
者
の
確
保
・
育
成
に
つ
い

て
特
段
の
協
力
を
お
願
い
す
る
と

伝
え
、
申
し
入
れ
を
終
了
し
た
。

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ
八戸市・階上町

八戸支部八戸支部八戸支部八戸支部八戸支部八戸支部

　
鹿
児
島
支
部
は
１
月
か
ら
２
月

ま
で
の
間
、
鹿
児
島
県
と
鹿
児
島

県
議
会
、
宮
崎
県
へ
、
海
運
・
船

員
の
政
策
諸
課
題
に
関
す
る
申
し

入
れ
を
実
施
し
、
船
員
税
制
を
は

じ
め
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
船
員

の
後
継
者
の
確
保
・
育
成
な
ど
、

船
員
職
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
説

明
し
、
理
解
を
求
め
た
。

　
申
し
入
れ
は
、
二
神
健
太
鹿
児

島
支
部
長
と
執
行
部
員
、
竹
内
勝

士
マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

職
場
委
員
と
国
本
竜
平
マ
リ
ッ
ク

ス
ラ
イ
ン
株
式
会
社
職
場
委
員
、

全
国
海
友
婦
人
会
の
小
原
文
子
副

会
長
と
今
村
映
子
南
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
長
、
組
合
政
治
参
与
の
福
司
山

宣
介
鹿
児
島
県
議
会
議
員
に
ご
同

行
い
た
だ
い
た
。

　
主
な
申
し
入
れ
内
容
は
▽
船
員

の
人
材
確
保
・
育
成
の
推
進
▽
船

員
養
成
教
育
機
関
の
維
持
・
定
員

拡
大
▽
海
に
親
し
む
活
動
▽
船
員

税
制
▽
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
の
維

持
・
存
続
―
な
ど
。

　
鹿
児
島
県
か
ら
は
▽
フ
ェ
リ
ー・

旅
客
船
は
離
島
住
民
の
海
上
交
通

手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
生
活
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
▽
鹿
児
島
水

産
高
等
学
校
に
お
け
る
寮
の
改
修

工
事
や
女
子
寮
の
確
保
は
実
施
済

み
で
あ
り
、
生
徒
募
集
の
在
り
方

な
ど
を
検
討
し
船
員
を
志
す
子
ど

も
が
増
加
す
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
た
い
▽
船
員
税
制

に
つ
い
て
は
各
市
町
村
の
裁
量
で

あ
り
、
県
と
し
て
の
対
応
は
難
し

い
が
、
関
係
自
治
体
と
情
報
を
共

有
し
て
い
き
た
い
―
な
ど
の
考
え

方
が
示
さ
れ
た
。

　
鹿
児
島
県
議
会
か
ら
は
▽
フ
ェ

リ
ー
・
旅
客
船
は
島
民
の
移
動
手

段
や
物
資
輸
送
に
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
住
民
生
活
を
維
持
し
て
い

く
た
め
の
支
援
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
▽
人
の
移
動
や
物

流
を
止
め
な
い
た
め
に
も
船
員
の

後
継
者
確
保
に
向
け
、
鹿
児
島
水

産
高
等
学
校
の
維
持
・
存
続
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
―
な
ど
の
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。

　
宮
崎
県
か
ら
は
▽
船
舶
は
農
産

物
な
ど
の
輸
送
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
▽

漁
船
員
の
後
継
者
確
保
に
向
け
た

支
援
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
新

規
参
入
者
に
対
す
る
国
の
事
業
な

ど
を
活
用
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
き
た
い
▽
船
員
の
担
い
手
を

育
成
す
る
宮
崎
海
洋
高
等
学
校
の

維
持
・
存
続
、
小
学
生
の
体
験
授

業
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
協
力
を

し
て
い
き
た
い
―
な
ど
の
考
え
方

が
示
さ
れ
た
。

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ
鹿児島県・宮崎県

鹿児島支部鹿児島支部鹿児島支部鹿児島支部鹿児島支部鹿児島支部

左から全国海友婦人会の高谷綾子八戸支部長、熊谷雄一八戸市長、左から全国海友婦人会の高谷綾子八戸支部長、熊谷雄一八戸市長、左から全国海友婦人会の高谷綾子八戸支部長、熊谷雄一八戸市長、
甲斐忠行八戸支部長、全国海友婦人会の濱浦ミサさん甲斐忠行八戸支部長、全国海友婦人会の濱浦ミサさん甲斐忠行八戸支部長、全国海友婦人会の濱浦ミサさん

左から竹内勝士マルエーフェリー株式会社職場委員、二神健太鹿児島支部長、左から竹内勝士マルエーフェリー株式会社職場委員、二神健太鹿児島支部長、左から竹内勝士マルエーフェリー株式会社職場委員、二神健太鹿児島支部長、
川北正文宮崎県総合政策部長川北正文宮崎県総合政策部長川北正文宮崎県総合政策部長

左から今村映子全国海友婦人会南九州ブロック長、国本竜平マリックスライン左から今村映子全国海友婦人会南九州ブロック長、国本竜平マリックスライン左から今村映子全国海友婦人会南九州ブロック長、国本竜平マリックスライン
株式会社職場委員、竹内勝士マルエーフェリー株式会社職場委員、塩田康一鹿株式会社職場委員、竹内勝士マルエーフェリー株式会社職場委員、塩田康一鹿株式会社職場委員、竹内勝士マルエーフェリー株式会社職場委員、塩田康一鹿
児島県知事、二神健太鹿児島支部長、小原文子全国海友婦人会副会長、榎田英児島県知事、二神健太鹿児島支部長、小原文子全国海友婦人会副会長、榎田英児島県知事、二神健太鹿児島支部長、小原文子全国海友婦人会副会長、榎田英
二鹿児島支部在籍専従執行部員、福司山宣介鹿児島県議会議員（組合政治参与）二鹿児島支部在籍専従執行部員、福司山宣介鹿児島県議会議員（組合政治参与）二鹿児島支部在籍専従執行部員、福司山宣介鹿児島県議会議員（組合政治参与）

左から荒谷憲輝階上町長、甲斐忠行八戸支部長左から荒谷憲輝階上町長、甲斐忠行八戸支部長左から荒谷憲輝階上町長、甲斐忠行八戸支部長

左から榎田英二鹿児島支部在籍専従執行部員、福司山宣介鹿児島県議会議員（組左から榎田英二鹿児島支部在籍専従執行部員、福司山宣介鹿児島県議会議員（組左から榎田英二鹿児島支部在籍専従執行部員、福司山宣介鹿児島県議会議員（組
合政治参与）、小原文子全国海友婦人会副会長、今村映子全国海友婦人会南九州ブ合政治参与）、小原文子全国海友婦人会副会長、今村映子全国海友婦人会南九州ブ合政治参与）、小原文子全国海友婦人会副会長、今村映子全国海友婦人会南九州ブ
ロック長、日高滋鹿児島県議会議長、二神健太鹿児島支部長、竹内勝士マルエーロック長、日高滋鹿児島県議会議長、二神健太鹿児島支部長、竹内勝士マルエーロック長、日高滋鹿児島県議会議長、二神健太鹿児島支部長、竹内勝士マルエー
フェリー株式会社職場委員、国本竜平マリックスライン株式会社職場委員フェリー株式会社職場委員、国本竜平マリックスライン株式会社職場委員フェリー株式会社職場委員、国本竜平マリックスライン株式会社職場委員

鹿児島県鹿児島県鹿児島県

八戸市八戸市八戸市

宮崎県宮崎県宮崎県

鹿児島県議会鹿児島県議会鹿児島県議会

階上町階上町階上町
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３
月
13
日
、
長
崎
県
の
島
原
半

島
の
西
部
に
位
置
す
る
橘
湾
東
部

漁
業
協
同
組
合
の
研
修
室
で
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
漁
業
技
能
実
習
生

16
人
に
、
労
働
関
係
法
令
講
習
を

実
施
し
た
。

　
講
習
を
終
え
た
漁
業
技
能
実
習

生
は
、
海
員
組
合
長
崎
支
部
と
気

仙
沼
支
部
が
担
当
し
て
い
る
会
社

の
大
目
流
し
網
漁
船
に
乗
船
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
講
習
で
は
組
合
本
部
か
ら
水
産

部
の
フ
ァ
イ
ザ
ル
職
員
が
講
師
と

通
訳
を
務
め
、
ま
た
長
崎
支
部
の

執
行
部
も
講
師
を
務
め
た
。

主
な
講
習
内
容

▽
全
日
本
海
員
組
合
の
活
動
内
容

▽
日
本
漁
船
の
乗
船
心
得

▽
給
料
そ
の
他
の
報
酬
と
賃
金
か

ら
控
除
さ
れ
る
税
金
に
つ
い
て

▽
安
全
衛
生
な
ど
労
働
関
係
法
令

▽
災
害
補
償

▽
船
内
秩
序

▽
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
は
じ
め

と
す
る
安
全
保
護
具
の
着
用
義
務

　
こ
れ
ら
の
講
習
内
容
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
説
明
し
、
質
疑
応
答
形
式
で

講
習
を
実
施
し
た
。

技
能
実
習
生
か
ら
の
主
な
質
問

▽
社
会
保
険
料
の
控
除
額
な
ど

▽
宗
教
上
で
禁
忌
と
さ
れ
る
食
材

の
摂
取
と
実
習
期
間
中
に
お
け
る

ラ
マ
ダ
ン
対
応
に
つ
い
て

▽
災
害
補
償
に
つ
い
て

▽
乗
船
中
に
日
本
人
船
員
と
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
の
相
談
窓
口

に
つ
い
て

　
そ
の
他
、
漁
業
技
能
実
習
に
関

連
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
あ

り
、
講
師
か
ら
は
実
例
な
ど
を
紹

介
し
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
、
質
問
に
答
え
た
。

　
最
後
に
各
地
区
で
発
生
し
て
い

る
技
能
実
習
生
の
失
踪
事
件
や
事

故
の
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
脱
船

逃
亡
は
犯
罪
行
為
に
巻
き
込
ま
れ

る
恐
れ
が
あ
り
、
絶
対
に
し
て
は

な
ら
な
い
と
注
意
喚
起
す
る
と
と

も
に
、
病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
こ
と

な
く
実
習
期
間
を
満
了
し
母
国
へ

帰
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

激
励
し
、
困
っ
た
こ
と
や
相
談
し

た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

海
員
組
合
に
連
絡
す
る
よ
う
伝

え
、
講
習
を
修
了
し
た
。

　
今
後
、
技
能
実
習
生
は
陸
上
で

の
座
学
講
習
を
経
て
、
各
々
の
船

舶
へ
乗
船
し
、
漁
船
漁
業
に
お
け

る
技
術
・
知
識
の
習
得
に
向
け
た

実
習
を
行
っ
て
い
く
。

《
長
崎
支
部
＝
発
信
》

　
２
０
２
６
年
４
月
25
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
４
８　
関
東
地
区
港
湾
Ａ
グ
ル
ー
プ

武
松　
伸
城

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　
《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
企
業
単
位　
０
４
８　
関
東
地
区
港
湾
Ａ
グ
ル
ー
プ

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
６
年
４
月
25
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
５
月
４
日
ま
で

　
候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
５
月
５
日

　
投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
５
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
６
月
４
日
ま
で

　
当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
６
月
５
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　
（
１
）
企
業
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合

員
と
す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以　
上

　
２
月
12
日
、沖
縄
支
部
は
海
運
・

船
員
の
政
策
諸
課
題
に
関
す
る
申

し
入
れ
を
実
施
し
、
柴
田
哲
也
沖

縄
支
部
長
に
琉
球
海
運
株
式
会
社

の
大
城
潤
一
職
場
委
員
が
同
席
し

た
。
ま
た
、
組
合
政
治
参
与
の
仲

村
未
央
県
議
会
議
員
と
崎
山
嗣
幸

前
県
議
会
議
員
に
ご
同
行
い
た
だ

い
た
。

　
申
し
入
れ
は
、
沖
縄
県
企
画
部

交
通
政
策
課
の
金
城
幸
樹
副
参
事

に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
柴
田
沖
縄

支
部
長
が
申
し
入
れ
文
書
を
手
交

し
た
上
で
、
沖
縄
県
立
沖
縄
水
産

高
等
学
校
の
専
攻
科
の
定
員
拡
大

と
船
員
後
継
者
の
確
保
・
育
成
、

船
員
税
制
や
離
島
航
路
の
維
持
・

沖縄県へ沖縄県へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

沖縄支部沖縄支部沖縄支部沖縄支部沖縄支部沖縄支部

左から沖縄県企画部交通政策課の金城幸樹副参事、柴田哲也沖縄支部長、左から沖縄県企画部交通政策課の金城幸樹副参事、柴田哲也沖縄支部長、左から沖縄県企画部交通政策課の金城幸樹副参事、柴田哲也沖縄支部長、
大城潤一琉球海運職場委員、仲村未央沖縄県議会議員（組合政治参与）、大城潤一琉球海運職場委員、仲村未央沖縄県議会議員（組合政治参与）、大城潤一琉球海運職場委員、仲村未央沖縄県議会議員（組合政治参与）、

崎山嗣幸組合政治参与崎山嗣幸組合政治参与崎山嗣幸組合政治参与

存
続
な
ど
を
中
心
に
内
容
を
詳
細

に
説
明
し
、
理
解
を
求
め
た
。

　
金
城
企
画
部
副
参
事
か
ら
は

「
沖
縄
県
に
と
っ
て
海
運
業
は
県

民
の
生
活
物
資
、
離
島
航
路
に
お

け
る
物
流
の
中
核
を
担
っ
て
い

る
。
離
島
航
路
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
と
し
て
も
非
常
に
ひ

っ
迫
し
た
も
の
と
捉
え
て
お
り
、

今
回
の
申
し
入
れ
内
容
を
参
考
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
船

員
の
確
保
に
つ
い
て
も
離
島
航
路

に
お
け
る
最
重
要
課
題
と
も
い
え

る
内
容
で
、
県
と
し
て
就
業
体
験

を
開
催
す
る
な
ど
船
員
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
沖
縄
県
立
沖
縄
水
産
高

等
学
校
の
定
員
拡
充
な
ど
は
、
実

習
船
の
乗
り
組
み
定
員
に
限
り
が

あ
り
、
現
段
階
で
は
定
員
拡
充
は

厳
し
い
と
捉
え
て
い
る
。
今
後
も

業
界
の
方
々
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
意
見
交
換
を
行
い

勉
強
し
て
い
き
た
い
。
船
員
税
制

に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体
の
取

り
組
み
状
況
を
今
後
も
勉
強
し
て

い
き
た
い
」
と
の
考
え
方
が
示
さ

れ
た
。

　
沖
縄
県
に
は
、
多
く
の
離
島
航

路
が
あ
り
、
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船

の
維
持
・
存
続
の
た
め
、
船
員
の

確
保
・
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
の
共
通
認
識
で
一
致
し
、
申

し
入
れ
を
終
え
た
。

漁業技能実習生へ

労働関係法令講習労働関係法令講習
橘湾東部漁業協同組合橘湾東部漁業協同組合橘湾東部漁業協同組合

沖
縄
県
に
は
多
く
の
離
島
航
路
が
あ
り

沖
縄
県
に
は
多
く
の
離
島
航
路
が
あ
り

船
員
の
確
保
・
育
成
が
不
可
欠

船
員
の
確
保
・
育
成
が
不
可
欠

集合写真集合写真集合写真

講習のようす



　
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東

京（
海
員
福
祉
研
修
会
館
）が
、全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
の
は
、
客
室
内
の
ベ
ッ

ド
や
浴
槽
・
ト
イ
レ
な
ど
。
す
べ

て
を
新
調
し
、
宿
泊
者
が
、
よ
り

快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
を
実
現
し

た
。

　
ま
た
、
12
階
「
ル・ア
ー
ブ
ル
」

を
改
装
し
て
朝
食
・
昼
食
会
場

と
し
、
１
階
ロ
ビ
ー
に
は
本
格
的

な
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
が
味
わ
え

る
カ
フ
ェ
「
Ｒ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
ｇ
ｉ　

Ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ　
晴
海
店
」
が
六

本
木
店
に
続
き
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
宿
泊・施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、

メ
ー
ル
も
し
く
は
電
話
で
の
予
約

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

組
合
員
特
典

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
組
合
員
（
本
人

と
そ
の
家
族
）
が
宿
泊
す
る
場
合

は
、
通
常
の
半
額
料
金
で
宿
泊
が

可
能
と
な
る
ほ
か
、
組
合
員
の
紹

介
が
あ
れ
ば
、
会
議
・
宴
会
費
用

の
総
額
か
ら
30
％
割
引
と
な
る
。

※
組
合
員
価
格

シ
ン
グ
ル
１
泊
７
５
０
０
円
〜

ツ
イ
ン　
１
泊
１
２
５
０
０
円

ツ
イ
ン
（
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ス
）

１
泊　
　
９
０
０
０
円

海員福祉研修会館

ホテルマリナーズコート東京
組合員とそのご家族の宿泊は通常の半額料金

ホテルマリナーズコート東京ホテルマリナーズコート東京

〒104 -0053　東京都中央区晴海4 -7-28
お問い合わせ先 TEL ０３-５５６０-２５２５

宿泊予約専用アドレス Mc@hotel-mariners.co.jp
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日
本
の
水
産
業
の
担
い
手
を
育

成
す
る
静
岡
県
立
漁
業
高
等
学
園

は
、
東
方
に
秀
峰
富
士
、
駿
河

湾
を
隔
て
て
、
伊
豆
の
連
山
を

眺
望
で
き
る
素
晴
ら
し
い
環
境
に

あ
る
。
静
岡
県
立
漁
業
高
等
学
園

は
、
漁
業
を
志
す
中
学
校
卒
業
以

上
の
若
者
を
対
象
に
、
全
寮
制
１

年
間
の
講
習
で
、
漁
業
に
関
す
る

知
識
と
技
能
の
教
育
・
訓
練
を
行

う
こ
と
で
、
漁
船
船
員
の
即
戦
力

と
な
り
、
将
来
は
漁
船
漁
業
の
幹

部
職
員
と
な
る
者
の
養
成
を
目
的

と
し
、
こ
れ
か
ら
の
水
産
業
を
担

う
後
継
者
の
教
育
・
育
成
を
行
っ

て
い
る
。

　
４
月
７
日
、
令
和
８
年
度
（
第

57
期
生
）
の
入
学
式
が
執
り
行
わ

れ
、
将
来
の
日
本
の
水
産
産
業
を

担
う
14
人
の
若
者
が
入
学
し
、
参

列
者
か
ら
祝
福
さ
れ
た
。

　
入
学
式
は
開
式
の
言
葉
に
始
ま

り
、
入
学
決
定
と
し
て
入
学
生
全

員
の
氏
名
が
呼
ば
れ
起
立
す
る

と
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
の
学
園

生
活
を
前
に
し
た
生
徒
の
緊
張
が

教
室
に
漲
っ
た
。
そ
の
後
、
園
長

式
辞
、
来
賓
祝
辞
、
来
賓
紹
介
、

職
員
紹
介
と
式
典
は
進
み
、
生
徒

代
表
か
ら
誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
後
援
会
か
ら
記
念
品
贈

呈
が
行
わ
れ
、
入
学
生
を
激
励
し

た
。

　
来
賓
祝
辞
で
中
野
弘
道
焼
津
市

長
は
「
本
日
、
こ
こ
に
第
57
期
生

と
し
て
皆
さ
ん
が
漁
業
高
等
学
園

に
入
学
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。
慣
れ
な
い
全
寮

制
で
の
共
同
生
活
、
実
践
的
な
授

業
や
実
習
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
今

日
の
志
を
忘
れ
ず
、
勉
学
に
励
み
、

日
本
の
漁
業
の
未
来
を
切
り
開
く

新
た
な
戦
力
と
な
る
こ
と
を
、
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
学

園
を
卒
業
し
た
多
く
の
優
秀
な

先
輩
が
水
産
界
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
未
来
を
担
う
皆
さ
ん

が
よ
り
よ
い
環
境
で
学
べ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
頑
張

っ
て
下
さ
い
」
と
述
べ
、
学
業
に

励
む
生
徒
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く
こ
と
と
、
将
来
的
に
水
産
業

の
担
い
手
と
し
て
、
活
気
あ
る
漁

業
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い

と
生
徒
に
伝
え
た
。

　
昨
今
、
国
民
に
水
産
物
を
供
給

す
る
漁
業
の
重
要
性
は
一
層
増
し

て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
に

お
け
る
水
産
業
の
現
状
は
、
漁
業

従
事
者
の
高
齢
化
が
進
行
し
、
新

た
な
若
年
漁
業
従
事
者
の
人
数
も

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
水
産
業
を
担
う
漁
業
後
継
者

の
育
成
は
、
そ
の
重
要
性
が
増
し

て
き
て
お
り
、
水
産
業
の
盛
ん
な

静
岡
県
は
、
昭
和
45
年
に
県
立
の

漁
業
高
等
学
園
を
設
立
し
、
多
く

の
卒
業
生
を
沖
合
・
遠
洋
漁
業
へ

送
り
出
し
て
い
る
。

漁業のスペシャリストを目指す漁業のスペシャリストを目指す
第57期生14人が入学第57期生14人が入学

静岡県立漁業高等学園静岡県立漁業高等学園静岡県立漁業高等学園入学した皆さん入学した皆さん入学した皆さん

中野弘道焼津市長の祝辞中野弘道焼津市長の祝辞中野弘道焼津市長の祝辞

校舎の風景校舎の風景校舎の風景

六分儀・実習六分儀・実習六分儀・実習網実習網実習網実習機関実習機関実習機関実習カッター訓練カッター訓練カッター訓練

海で働くための技術・知識・体力を身に付け
資格を取得
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　「
山
登
り
を
し
て
い
る
人
が
、

ど
う
し
て
海
な
の
？
」
受
賞
後
、

た
く
さ
ん
の
方
に
そ
う
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
幼
い
頃
か
ら
父
が
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
る
場
所
は
い
つ
も
山
で
し

た
。
け
れ
ど
、
海
へ
の
憧
れ
も
小

さ
な
胸
に
秘
め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
が
海
の
世
界
を
知
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
高
校
時
代
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
留
学
で
し
た
。

日
本
と
同
じ
島
国
で
あ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々
に
と
っ
て
海

は
生
活
の
一
部
で
、
多
く
の
方
が

ボ
ー
ト
を
持
ち
、
休
み
に
な
れ
ば

気
軽
に
釣
り
へ
出
か
け
ま
す
。

　
夏
に
な
る
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ

ー
が
仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
た
あ
と

に
、
ほ
ん
の
30
分
だ
け
で
も
海
へ

向
か
い
ま
す
。
友
人
同
士
で
ど
こ

か
へ
行
こ
う
と
な
っ
て
も
、
自
然

と
行
き
先
は
海
。
何
度
も
海
で
夕

焼
け
を
眺
め
た
高
校
生
活
で
し

た
。

　
同
じ
島
国
で
も
日
本
と
の
違
い

り
、
私
は
、
日
本
の
水
産
資
源

を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
一

般
社
団
法
人
「Chefs for the 

Blue

」
が
主
催
す
る
、
学
生
向

け
プ
ロ
グ
ラ
ム
『THE BLUE 

CAMP

』
に
参
加
し
、
水
産
業

の
現
場
、
流
通
の
裏
側
、
そ
し
て

消
費
の
構
造
を
横
断
的
に
学
び
ま

し
た
。

　
華
や
か
な
ミ
ス
日
本
の
授
賞
式

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
海
」
と
つ

な
が
っ
た
！
と
い
う
喜
び
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
が
、
今
は
、「
海
運
」

に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
ま
す
。

　
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
の

貿
易
量
は
、
な
ん
と
99
・
5
％
が

海
運
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。（
ト
ン
数
ベ
ー
ス
）
食
品
、
衣

料
品
、
家
電
、
そ
し
て
医
療
機
器
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
世
界
中
か
ら
運

ば
れ
て
き
ま
す
。
港
で
働
く
方
々
、

そ
し
て
何
カ
月
も
海
の
上
で
過
ご

す
船
員
の
皆
さ
ま
の
献
身
的
な
働

き
が
あ
っ
て
こ
そ
、
私
た
ち
の
豊

を
特
に
感
じ
た
の
が
食
で
し
た
。

魚
を
食
べ
る
文
化
は
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
す
が
、
日
本
ほ
ど
多
様
な
魚

介
は
な
く
、
私
は
、
そ
こ
で
は
じ

め
て「
日
本
の
豊
か
な
魚
食
文
化
」

に
強
い
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
　

　「
い
ま
、
日
本
の
海
か
ら
魚
が

減
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
帰
国
し
た

私
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
友
人
か

ら
の
思
い
も
よ
ら
な
い
言
葉
で
し

た
。
世
界
に
約
１
万
５
０
０
０
種

い
る
海
水
魚
の
う
ち
、
約
25
％
に

あ
た
る
約
３
７
０
０
種
が
日
本
周

辺
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
の
豊

か
な
海
を
背
景
に
、
私
た
ち
は
独

自
の
魚
食
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。
漁
業
者
、
卸
、
小
売
、
そ
し

て
料
理
人
、
多
く
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
つ
な
が
り
、
魚
の
鮮

度
と
品
質
を
極
限
ま
で
高
め
、「
水

産
大
国
」
と
し
て
の
日
本
の
価
値

を
築
い
て
き
た
の
で
す
。

　「
１
０
０
年
後
も
、
こ
の
豊
か

な
魚
を
食
べ
続
け
た
い
」
と
い
う

切
実
な
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な

か
な
暮
ら
し
は
成
り
立
っ
て
い
る

の
だ
と
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。

　
山
で
育
っ
た
私
が
、
今
、
海
の

魅
力
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
ミ
ス
日
本
と
し
て
の
任
期
中

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
海
と
共
に
歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

プロフィール●野口絵子（のぐち  えこ）
東京都出身、大学３年生。趣味は旅やストレッチ。特技は写真撮影と登山。
父・野口健（アルピニスト）の影響で世界の山々に登る。遠くからはきれ
いに見える山や海も、近くで見るとゴミがあることを知り、海岸清掃活動
にも携わる。
自然をきれいに保ち、未来に残したいと思い、ミス日本「海の日」として、
皆がもっと海について考えてくれる社会になるような活動をしていきたい。

海
へ
の
思
い
が
つ
な
い
だ

海
へ
の
思
い
が
つ
な
い
だ

ミ
ス
日
本「
海
の
日
」

ミ
ス
日
本「
海
の
日
」

※野口絵子さんは、歴
史ある美のコンテスト
「第58回ミス日本コン
テスト2026」で、ミス
日本グランプリとミス
日本「海の日」をW受賞
されました。

２０２６ ミス日本「海の日」

野口絵子さん

日本郵船東京コンテナ・ターミナルを見学日本郵船東京コンテナ・ターミナルを見学日本郵船東京コンテナ・ターミナルを見学

横浜港で小型船舶操縦士講習横浜港で小型船舶操縦士講習横浜港で小型船舶操縦士講習

操船講習のようす操船講習のようす操船講習のようす
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客船フェリーで
運べない物資を輸送　
ライフラインを守る

客船フェリーで客船フェリーで
運べない物資を輸送　運べない物資を輸送　
ライフラインを守るライフラインを守る

「
ザ・ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」に
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
の
便
り
で
す
。

卒
業
ま
で
の
一
年

宮
城
県  

阿
部
光
璃

　
わ
た
し
は
、
今
春
か
ら
６
年
生
で

す
。
今
ま
で
は
上
の
学
年
の
人
た
ち

を
見
て
「
大
き
い
な
」「
す
ご
い
な
」

と
思
っ
て
い
た
の
に
、
気
が
付
け
ば

自
分
が
一
番
上
の
学
年
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
卒
業
ま
で
の
時
間
を
大
切

に
し
な
が
ら
笑
顔
で
過
ご
せ
る
一
年

に
し
た
い
で
す
。

（
兼
井
物
産
）

新
し
い
環
境

広
島
県  

こ
こ
ろ

　
息
子
が
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

新
し
い
環
境
で
充
実
し
た
４
年
間
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

（
商
船
三
井
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
）

梨
の
花

富
山
県  

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

　
知
人
の
梨
畑
作
業
を
手
伝
っ
て
き

ま
し
た
。
満
開
の
梨
の
花
は
、
桜
と

同
じ
く
ら
い
美
し
く
と
て
も
癒
や
さ

れ
ま
し
た
。

（
Ｎ
Ｘ
海
運
）

ア
ジ
ア
大
会

愛
知
県  

鈴
木
春
秋

　
９
月
に
名
古
屋
で
ア
ジ
ア
大
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
カ
バ
デ
ィ
や
武
術
太

極
拳
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
も
楽
し

み
で
す
。

（
日
本
郵
船
）

春
登
山

福
岡
県  

は
ー
ち
ゃ
ん

　
先
日
、
北
九
州
市
の
カ
ル
ス
ト
台

地
、
平
尾
台
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

野
焼
き
の
後
か
ら
春
の
山
菜
・
ワ
ラ

ビ
が
芽
吹
き
、
オ
キ
ナ
グ
サ
を
見
に

た
く
さ
ん
の
登
山
者
。
春
を
感
じ
て

き
ま
し
た
。

（
西
部
タ
ン
カ
ー
）

五
月
人
形

静
岡
県  

森
本
マ
リ

　
毎
年
４
月
に
入
る
と
息
子
の
五
月

人
形
を
出
し
ま
す
。
30
回
以
上
出
し

ま
し
た
が
毎
回
、
初
節
句
を
思
い
出

す
楽
し
い
作
業
で
す
。

（
日
本
ガ
ス
ラ
イ
ン
）

平
成
女
児
ブ
ー
ム東

京
都  
セ
ブ
ン

　
昨
今
の
平
成
女
児
ブ
ー
ム
に
し
っ

か
り
ハ
マ
っ
て
い
る
元
・
平
成
女
児

で
す
。
あ
の
頃
使
っ
て
い
た
文
具
や

雑
貨
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
を
み
か
け
る

と
必
ず
や
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
マ
リ
ン
＆
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）

は
じ
め
て
の
登
校
日

石
川
県  

か
お
り

　
新
１
年
生
に
な
っ
た
長
男
が
、
家

に
帰
っ
て
き
た
時
、
待
っ
て
い
た
次

男
が
長
男
に
駆
け
寄
っ
て
二
人
で
抱

き
合
っ
て
い
る
姿
が
、
と
て
も
い
と

お
し
く
、
長
い
間
会
っ
て
い
な
か
っ

た
二
人
の
再
会
の
よ
う
で
し
た
。

（
日
本
海
洋
事
業
）

素
敵
な
季
節

広
島
県  

安
留
未
紗

　
先
日
は
、
広
島
市
の
公
立
小
学
校

の
入
学
式
で
、
仲
睦
ま
じ
い
ご
家
族

を
何
組
も
拝
見
し
、
私
ま
で
幸
せ
な

気
分
に
な
り
ま
し
た
。
暖
か
く
て
過

ご
し
や
す
く
、
日
も
長
く
な
り
桜
も

き
れ
い
だ
し
。
春
っ
て
本
当
に
素
敵

な
季
節
で
す
ね
！

（
商
船
三
井
）

下
船

福
岡
県  

あ
い
ち
ゃ
ん

　
下
船
が
決
ま
っ
た
と
連
絡
が
あ

り
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
久
し

ぶ
り
に
夫
婦
水
入
ら
ず
の
時
間
が
過

ご
せ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
労

っ
て
、
美
味
し
い
お
酒
と
手
料
理
で

迎
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

花
粉
の
威
力

神
奈
川
県  

磯
木
真
裕
美

　
年
々
、
花
粉
の
威
力
が
強
く
な
っ

て
い
ま
す
ね
。
今
年
は
初
め
て
喉
を

や
ら
れ
ま
し
た
。
咳
が
止
ま
ら
ず
大

声
を
出
せ
な
い
の
で
時
期
が
過
ぎ
る

ま
で
カ
ラ
オ
ケ
行
け
ず
…

（
オ
ー
シ
ャ
ン
ト
ラ
ン
ス
）

お
花
見

香
川
県  

こ
ろ
ん

　
今
年
は
約
５
年
ぶ
り
に
花
見
を
し

ま
し
た
。
い
つ
も
は
桜
を
見
る
だ
け

で
し
た
が
、
今
年
は
お
弁
当
を
作
っ

て
食
べ
ま
し
た
。
桜
っ
て
や
っ
ぱ
り

き
れ
い
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
来

年
は
夜
桜
を
見
に
行
き
た
い
で
す
。

（
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー
）

母
の
日

北
海
道  

み
っ
ち
ゃ
ん

89
歳
の
母
は
、
片
道
一
時
間
半
か

か
る
海
沿
い
の
田
舎
町
に
住
ん
で
い

ま
す
。
も
う
す
ぐ
母
の
日
。
赤
飯
と

ポ
テ
サ
ラ
を
作
っ
て
会
い
に
行
き
ま

す
。

（
ア
ウ
ル
）

断
捨
離

大
阪
府  

植
木
真
美

　
部
屋
に
荷
物
が
多
く
な
っ
て
き
た

の
で
、
少
し
ず
つ
断
捨
離
を
始
め
ま

し
た
。
夏
に
な
る
頃
に
は
、
今
よ
り

ど
れ
く
ら
い
部
屋
が
ス
ッ
キ
リ
し
て

い
る
か
楽
し
み
で
す
。（

三
井
倉
庫
港
運
）

今
年
は
早
い

新
潟
県  

吉
谷
ま
り

　
私
は
長
い
間
、
花
粉
症
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
花
粉
が
舞
う

の
が
早
い
の
か
目
が
か
ゆ
か
っ
た
り

鼻
が
む
ず
む
ず
し
た
り
、
く
し
ゃ
み

が
出
て
大
変
で
ー
す
！（

日
本
海
曳
船
）

娘
の
成
長
を
願
う

山
口
県  

ほ
の
ほ
の

　
こ
の
春
、
一
人
娘
が
高
校
に
入
学

＆
16
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

満
開
の
桜
が
き
れ
い
に
彩
り
を
添
え

祝
福
し
て
く
れ
ま
し
た
。学
校
生
活
、

お
友
達
と
の
交
わ
り
の
中
で
少
し
ず

つ
成
長
し
て
い
け
ま
す
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。
楽
し
い
思
い
出
作
れ
ま
す

よ
う
に
。（
コ
ベ
ル
コ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

み
ん
な
元
気
に

島
根
県  

大
國
由
美
子

　
新
年
度
、
み
ん
な
元
気
に
ス
タ
ー

ト
が
で
き
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
良

い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

（
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
）

気
持
ち
も
新
た
に

鹿
児
島
県  

石
畑
京
子

　
４
月
は
新
年
度
ら
し
く
気
持
ち
も

新
た
に
、
年
齢
に
関
係
な
く
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー
）

１
万
歩

長
崎
県

さ
く
さ
ん

　
先
日
、
お
花
見
で
山
に
登
り
ま
し

た
。
疲
れ
た
け
ど
、
と
て
も
キ
レ
イ

で
し
た
。
そ
の
日
の
歩
数
が
１
万
歩

を
超
え
て
い
て
、
も
の
す
ご
く
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。

（
光
和
興
業
）

が
ん
ば
る
ぞ
ー

兵
庫
県  

デ
ラ
ッ
ク
ス

　
小
学
校
の
６
年
間
は
早
か
っ
た
。

中
学
の
３
年
間
も
あ
っ
と
い
う
間
で

し
ょ
う
。
４
月
か
ら
中
学
３
年
生
。

受
験
大
変
だ
け
ど
が
ん
ば
る
ぞ
ー
。

パ
パ
、
マ
マ
い
つ
も
塾
の
送
迎
あ
り

が
と
う
。
テ
ス
ト
の
結
果
、
楽
し
み

に
し
て
て
ね
。い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

感
謝
し
て
ま
す
。

（
淡
路
ル
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
）

ラ
ジ
オ
体
操

兵
庫
県  

岩
井
治
美

　
毎
朝
、
近
く
の
公
園
で
ラ
ジ
オ
体

操
を
し
て
い
ま
す
。
桜
満
開
の
木
の

下
で
体
操
し
て
い
る
と
心
も
体
も
軽

く
な
り
ま
す
。

（
商
船
三
井
）
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⑦

難
破
船
の
密
航
者

別
れ
た
あ
の
海
賊
船
は
、
と
っ

く
に
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
月

は
海
に
沈
み
か
け
て
る
。
波
に
ひ

と
す
じ
、
光
り
の
道
を
つ
く
っ
て

る
。
海
賊
船
は
、
そ
の
波
の
か
な

た
に
消
え
た
。

「
さ
て
、
わ
し
ら
の
ほ
う
は
」

な
ぎ
お
さ
ん
は
つ
ぶ
や
い
た
け

れ
ど
、
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
た
。

消
え
た
海
賊
船
と
は
ん
た
い
に
、

こ
っ
ち
も
光
る
波
の
道
を
た
ど
っ

て
る
み
た
い
だ
。
だ
と
す
る
と
め

ざ
す
先
は
。

「
そ
う
じ
ゃ
よ
な
、
の
ら
ま
る

こ
。
こ
や
つ
は
、
わ
し
ら
の
船
は
、

元
の
砂
浜
の
公
園
へ
か
え
る
。
そ

う
し
て
な
、
な
に
ご
と
も
な
か
っ

た
よ
う
に
、
元
に
も
ど
る
。
す
ま

し
顔
し
て
な
。
そ
れ
も
、
夜
の
明

け
ぬ
う
ち
に
。
そ
う
じ
ゃ
っ
た
、

の
ら
ま
る
こ
。
お
ま
え
さ
ん
は
、

夕
べ
、
こ
の
難
破
船
に
乗
っ
ち
ょ

っ
た
は
ず
だ
な
」

に
わ
わ
。
そ
の
と
お
り
。

の
ら
ま
る
こ
が
、
あ
ご
で
へ
ん

じ
し
た
。
そ
の
と
き
だ
。
ば
さ
ば

さ
っ
と
な
に
か
の
影
が
マ
ス
ト
を

か
す
め
た
。
鳥
？
カ
モ
メ
か
。
そ

う
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
あ
れ
は
オ
ウ

ム
だ
。
カ
ピ
タ
ン
の
肩
で
、
ゴ
エ

ゴ
エ
な
に
か
い
っ
て
た
や
つ
だ
。

な
ま
え
も
ゴ
エ
ゴ
エ
？
そ
う
だ

っ
た
。
カ
ピ
タ
ン
が
そ
う
よ
ん
で

た
。ゴ

エ
ゴ
エ
が
船
尾
の
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
用
の
縄
ば
し
ご
の
上
に
と

ま
っ
た
。
そ
こ
に
な
に
か
い
る
。

い
や
人
だ
。

ぬ
っ
と
立
ち
あ
が
っ
た
姿
に
、

見
覚
え
が
あ
っ
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
水
を
は
じ
め
に
飲
ん
で
み
せ

た
、
あ
の
若
い
海
賊
じ
ゃ
な
い
か
。

な
ま
え
は
た
し
か
、
グ
ス
タ
フ
。

頭
は
手
ぬ
ぐ
い
で
す
っ
ぽ
り
。

ボ
タ
ン
が
と
れ
て
、
三
つ
し
か
つ

い
て
い
な
い
ヨ
レ
ヨ
レ
の
シ
ャ
ツ
。

す
ね
毛
ま
る
出
し
の
半
パ
ン
。
腰

帯
に
短
剣
を
さ
し
て
い
る
。

ふ
う
う
、
と
、
の
ら
ま
る
こ
が

毛
を
さ
か
だ
て
た
。
そ
れ
を
見
お

ろ
し
な
が
ら
、
ゴ
エ
ゴ
エ
は
グ
ス

タ
フ
の
左
肩
に
と
ま
っ
た
。
と
、

そ
の
と
き
だ
。
い
き
な
り
船
が
が

く
ん
と
ゆ
れ
た
。
な
ん
と
船
首
が

浜
に
乗
り
あ
げ
て
い
る
。
着
い
た

ん
だ
。
元
の
砂
丘
に
。

グ
ス
タ
フ
は
マ
ス
ト
の
一
本
に

し
が
み
つ
い
て
る
。
ゴ
エ
ゴ
エ
は

あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
、
ど
こ
に
も

と
ま
れ
な
い
。

お
ち
つ
い
て
い
る
の
は
、
の
ら

ま
る
こ
だ
け
。
お
っ
と
、
な
ぎ
お

さ
ん
も
だ
っ
た
。
こ
う
な
る
の
は
、

す
じ
が
き
ど
お
り
。
や
っ
ぱ
り
だ

っ
た
だ
け
だ
。

こ
れ
は
夢
か
。
そ
れ
と
も
、
い

た
ず
ら
ず
き
の
神
さ
ま
か
だ
れ
か

の
お
あ
そ
び
か
。
ど
っ
ち
に
し
た

っ
て
、
こ
れ
は
こ
ま
る
。
元
に
も

ど
っ
て
、
い
っ
か
ん
の
終
わ
り
、

じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
。

な
ん
じ
ゃ
と
お
、
続
き
が
あ
る

の
じ
ゃ
と
お
！？
こ
や
つ
、
密
航
者

で
密
入
国
者
じ
ゃ
ぞ
お
。
そ
れ
に

つ
き
あ
え
と
い
う
の
か
。
こ
の
わ

し
に
ぃ
？

若
い
海
賊
、
そ
れ
も
ス
ペ
イ
ン

の
。
も
し
か
し
た
ら
、
い
い
や
、

た
ぶ
ん
時
空
ま
で
こ
え
て
の
。

「
お
ま
え
さ
ん
、
た
し
か
グ
ス

タ
フ
と
か
い
う
た
な
。
知
っ
ち
ょ

る
の
か
カ
ピ
タ
ン
は
。
お
ま
え
さ

ん
の
し
ち
ょ
る
こ
と
を
。
そ
れ
と

も
、
お
ま
え
さ
ん
、
ひ
と
り
で
決

め
た
の
か
」

「
△
□
、
×
×
×
…
…
」

グ
ス
タ
フ
が
な
に
か
言
っ
た
。

だ
け
ど
な
ぎ
お
さ
ん
に
は
、
ち
ん

ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
だ
。
そ
れ
は
き
っ

と
お
た
が
い
さ
ま
だ
。

カ
ピ
タ
ン
は
、
グ
ス
タ
フ
の
い

な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
も
し

か
し
た
ら
、
い
い
や
、
き
っ
と
そ

う
だ
。
ゴ
エ
ゴ
エ
、
さ
が
し
に
い

け
。き

っ
と
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

だ
け
ど
、
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。

こ
の
じ
い
さ
ん
、
き
っ
と
ジ
パ

ン
グ
の
魔
法
使
い
に
ち
が
い
な
い
。

ク
ロ
ネ
コ
の
弟
子
ま
で
つ
れ
て
る
。

お
ま
え
も
弟
子
に
し
て
も
ら
え
。

す
ご
い
魔
法
、
盗
ん
で
帰
れ
。
ゴ

エ
ゴ
エ
を
ご
え
い
に
つ
け
る
。

ゴ
エ
ゴ
エ
、
な
に
か
あ
っ
た
ら

知
ら
せ
に
も
ど
れ
。
お
ま
え
は
自

由
に
空
を
飛
べ
る
。
た
ぶ
ん
時
だ

っ
て
超
え
て
な
。

ど
っ
ち
に
し
て
も
、
グ
ス
タ
フ

の
こ
と
は
、
め
ん
ど
う
み
な
く
ち

ゃ
な
る
ま
い
な
。
な
あ
に
、
き
っ

と
一
日
き
り
だ
。
今
夜
、
き
っ
と

ま
た
わ
し
の
難
破
船
は
動
く
じ
ゃ

ろ
。
そ
れ
に
乗
せ
て
送
り
返
せ
ば

い
い
。なぎ

お
さ
ん
は
、
腹
を
き
め
た
。

難
破
船
は
、
音
ひ
と
つ
た
て
な

か
っ
た
。
公
園
の
、
も
と
い
た
場

所
で
二
つ
に
な
っ
た
。

グ
ス
タ
フ
の
顔
っ
た
ら
な
か
っ

た
。
こ
ん
な
ど
で
か
い
船
を
陸
に

あ
げ
て
、
音
も
な
く
真
っ
ぷ
た
つ

に
。お

っ
か
ね
え
よ
う
。
す
ご
す
ぎ

る
魔
法
使
い
だ
よ
う
。
帰
り
て
え

よ
う
、
カ
ピ
タ
ン
。

だ
け
ど
、
き
っ
と
、
言
葉
に
だ

っ
て
な
ら
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。う

っ
す
ら
と
、
海
浜
公
園
に
朝

が
き
て
い
た
。

満
月
に
海
賊
船
が
や
っ
て
来
る

大
原
興
三
郎
　
文

二
井
野
ま
こ
　
画

童
話
・
潮
の
香



《
材
料  

２
人
分
》

　
食
パ
ン
２
枚
、
牛
肉
切
り
落
と
し
80

ｇ
、
焼
き
肉
の
タ
レ
大
さ
じ
２
〜
３
、
キ

ャ
ベ
ツ
50
ｇ
、
Ａ
（
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
小
さ

じ
１
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
さ
じ
２
）
、
サ
ラ

ダ
油
大
さ
じ
１
／
２
。

《
作
り
方
》

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
千
切
り
に
す
る
。
食
パ
ン

は
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
き
、
Ａ
を
よ
く
混

ぜ
合
わ
せ
そ
れ
ぞ
れ
片
面
に
塗
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
て
熱

し
、
牛
肉
を
炒
め
る
。
肉
の
色
が
変
わ

っ
た
ら
焼
き
肉
の
タ
レ
を
加
え
、
全
体

に
な
じ
む
よ
う
に
炒
め
る
。

③
ま
な
板
の
上
に
食
パ
ン
を
置
き
、
キ
ャ

ベ
ツ
を
乗
せ
、
そ
の
上
に
②
を
広
げ
て
、

も
う
１
枚
の
食
パ
ン
で
は
さ
む
。

【
ポ
イ
ン
ト
＆
ア
レ
ン
ジ
】

①
炒
め
た
牛
肉
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
量
を
増
や

す
。

②
ラ
ッ
プ
は
食
パ
ン
よ
り
ひ
と
回
り
大
き

く
切
っ
て
敷
く
。

③
②
の
上
に
食
パ
ン
を
置
き
、
真
ん
中
が

高
く
な
る
よ
う
に
キ
ャ
ベ
ツ
と
炒
め
た

牛
肉
を
盛
り
つ
け
る
。
残
り
の
食
パ
ン

で
サ
ン
ド
し
、
ラ
ッ
プ
で
き
つ
く
包
む
。

④
10
分
ほ
ど
置
い
て
な
じ
ま
せ
て
か
ら
、

ラ
ッ
プ
を
外
さ
ず
に
半
分
に
切
る
。 ピリマヨ焼肉サンド

Ａ
〜
Ｆ
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

①
海
の
向
こ
う
の
外
国

④
生
涯
。
…
…
の
思
い
出

⑦
…
…
の
角
を
蜂
が
刺
す

⑧
で
た
ら
め
な
悪
口
や
う
わ
さ

話
⑩
講
…
…
。
公
会
…
…
。
議
事

…
…

⑪
今
年
は
５
月
２
日
〜
６
日

⑬
大
福
も
ち
な
ど
の
和
菓
子

⑮
道
路
を
右
へ
曲
が
り
ま
す

⑰
広
告
文
を
書
い
て
配
る
紙

⑱
夜
明
け
の
こ
ろ

⑲
マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
の
缶
詰

㉑
業
界
…
…
。
世
界
…
…

㉒
魚
の
呼
吸
器

㉓
…
…
か
ら
出
た
ま
こ
と

㉔
あ
る
事
に
対
す
る
は
っ
き
り

し
た
認
識
。
罪
の
…
…

㉕
話
し
合
い
の
た
め
の
集
会

①
五
月
の
節
句
に
食
べ
ま
す

②
10
本
足
の
軟
体
動
物

③
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
中
に
あ
り
、
体
の

特
徴
を
決
定
し
ま
す

⑤
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
唱
え
た
太

陽
中
心
の
宇
宙
説

⑥
…
…
に
入
っ
て
は
…
…
に
従

え
⑨
絵
…
…
物
。
虎
の
…
…

⑪
遺
産
を
英
語
で
言
う
と
？

⑫
臆
病
の
対
義
語
は
？

⑭
酢
飯
に
具
を
ま
ぜ
た
鮨

⑯
夕
方
に
開
花
し
翌
朝
に
し
ぼ

む
ア
カ
バ
ナ
科
の
花

⑱
明
白
。
…
…
な
事
実

⑳
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
…
…

㉑
く
ら
い
。
身
分

㉓
…
…
の
た
け
の
こ

▼
は
が
き
に
答
え
、会
社
、住

所
、氏
名
、年
齢
、日
々
の
出

来
事
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。正
解
者
に
は
抽
選
で
、

ま
た「
わ
た
し
も
ひ
と
こ
と
」

欄
の
掲
載
者
に
も
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。イ
ラ
ス

ト
や
俳
句
な
ど
の
作
品
も
会

社
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

▼
送
り
先
＝
〒
１
０
６

－

０
０

３
２
　
東
京
都
港
区
六
本
木

７

－

15

－

26

　
全
日
本
海
員
組
合  
広
報
室

▼
締
め
切
り
＝
５
月
15
日

▼
前
号
答
え
＝
カ
フ
ン
シ
ヨ
ウ

問
題

みんなのイラスト
福岡県  島田みおり千葉県  うさぎ広島県  みー

福島県  坂内奈々美岡山県  いっちゃん 兵庫県  大ちゃん福岡県  藤枝和花福岡県  なぎさちゃん静岡県  蘭海

新
潟
県

う
め

北
海
道

り
く
と
ち
ゃ
ん

2026年（令和８年）４月25日　　（8）第 3116 号 （第３種郵便物認可）

東
京
都  

Ｔ
・
ト
シ
ヤ
ス

収
ま
ら
ず
今
だ
に
花
粉
飛
び
散
ら
し

留
め
て
欲
し
い
や
願
う
こ
と
な
り

激
動
の
昭
和
の
が
れ
平
成
と

令
和
切
り
抜
け
年
重
く
な
り

北
海
道  

北
の
ニ
シ
パ

冷
雨
に
身
震
い
一
つ
衣
替
え

（
妻
に
）
言
わ
ぬ
が
仏
時
期
尚
早

南
海
と
陽
気
な
白
浜
あ
ゝ
ど
こ
へ

心
焦
が
れ
て
火
に
当
た
る

鳥
取
県  

パ
ー
ル

雨
あ
が
り
花
散
り
散
り
や
入
学
式

春
遠
足
疲
労
困
ぱ
い
夏
日
か
な

愛
媛
県  

く
ー
ち
ゃ
ん

山
う
ら
む
杉
終
わ
っ
て
次
ひ
の
き

和
歌
山
県  

の
ぐ
の
ぐ

生
い
茂
る
梅
の
枝
か
く
す
新
芽
た
ち

北
海
道  

坂
本
俊
男

桜は
な

散
ら
す
雀
に
何
ん
の
罪
あ
る
や

角つ
の

落
ち
て
雄
の
悩
み
の
季
節
か
な

福
岡
県  

み
こ
ち
ゃ
ん

花
の
宴
炭
坑
節
の
大
合
唱

茨
城
県  

田
中
勝
枝

芍
薬
の
芽
日
毎
に
伸
び
て
楽
し
け
る

裏
山
の
草
掻
き
分
け
て
蕨わ

ら
び

採
る

山
口
県  

と
き
ど
き
晴
れ

貯
水
池
に
う
れ
し
涙
の
穀こ

く

雨う

か
な

兵
庫
県

ネ
ー
コ

春
の
海
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
ガ
ラ
ス
床

春
の
浜
流
れ
く
る
物
拾
い
も
し

京
都
府  

足
立
衛

安
全
の
航
海
願
う
父
と
母

岩
手
県  

小
笠
原
智
恵
子

親
も
子
も
緊
張
続
く
新
学
期

日
本
中
咲
い
た
散
っ
た
と
大
騒
ぎ

富
山
県  

そ
ね
じ
ろ
う

両
岸
に
ず
ら
り
と
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り

こ
い
の
ぼ
り
パ
パの
手
作
り
ふ
り
ま
わ
し

兵
庫
県  

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

五
月
晴
れ
休
み
の
予
定
ま
だ
未
定

新
緑
や
デ
ッ
キ
に
広
が
る
航
路
か
な

静
岡
県  

常
定
美
和

松
の
根
を
削
っ
て
火
お
こ
し
キ
ャ
ン
プ
飯

ノ
ビ
ル
剥
く
妻
に
そ
っ
と
頭
下
げ

東
京
都  

Ｍ
ば
ぁ
ー
ば

骨
密
度
あ
げ
ん
と
今
夜
も
ひ
じ
き
炊
く

短
歌

俳
句

川
柳
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